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篠栗町 まちづくり課



基本目標１

安定した雇用を創出する



(1)地域における雇用の創出

①篠栗北地区産業団地開発事業

本町における雇用機会を創出し、三大都市圏やその他の地域からの
移住や定住の促進に寄与することをめざした産業団地を開発し、あ
わせてバイオマス産業都市認定に向けたとりくみを進め、一貫した
循環型エネルギーシステムの構築による雇用の創出を図ります。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ 篠栗北地区に産業団地を形成し、企業誘致による新規

雇用 ２５０人



篠栗北地区産業団地 イメージ図

イメージ図



篠栗北地区産業団地の進捗状況

2017年度の取り組み

①都市計画法第29条申請認可

②林地開発協議終了

③造成設計等

④造成計画地の伐採業務

⑤本体工事並びに関連工事の発注

⑥進出企業との個別協議

2018年度の取り組み

①立地企業との本協定並びに売買契約締結

②本体造成工事並びに関連工事着手



篠栗北地区産業団地伐採現場写真



篠栗北地区産業団地伐採現場写真



篠栗北地区産業団地伐採現場写真



(1)地域における雇用の創出

②篠栗西地区沿道サービス誘致事業

篠栗西地区の国道201号に沿道サービスを誘致し、雇
用の促進を図ると共に周辺地域の利便性を高めます。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ 沿道サービス誘致による新規雇用 50人



篠栗西地区沿道サービス誘致促進の進捗状況

• 民間開発業者
と各地権者と
の定期的な協
議を継続して
行っている。



(1)地域における雇用の創出

③中山間地域への企業誘致

中山間地域の活性化を図るため、地域特性に適した企業(IT・設
計・研究等）の誘致を行います。

取り組み主体 行政 企業 地域 団体

○ＫＰＩ 中山間地域への誘致企業数2社



中山間地域へ企業誘致の進捗状況

2017年度の取り組み

①創業者支援

篠栗町・粕屋町・久山町・新宮町の４町共同事業

・創業塾の開講 計3期実施

参加者数 第１期 17名（うち篠栗町から0名）

第２期 15名（うち篠栗町から7名）

特別コース 2名（うち篠栗町から0名）

カリキュラム内容

ビジネスプランの作成準備、創業のビジョンとビジネスモデル、地
域創業者による体験談、会計の基礎知識、マーケティングの基礎知
識など



中山間地域へ企業誘致の進捗状況

2018年度の取り組み

経営者・後継者のための「事業継承セミナー」の開催

・篠栗町商工会青年部・粕屋町商工会青年部・久山町商工
会青年部による共同事業

・6月~9月講習会の開催

・内容

事業継承がなぜ必要なのか？・事業継承で知っておくべき
経営知識について・事業継承の全体像及び進め方・事業継
承の事例・事業継承に関する様々な支援施策について



基本目標２

まちに人を呼び込む



(1)新しい観光産業の創出

①観光農園事業の推進

農業６次産業化への取り組みとして町有地を活用した生産性が高
い農産物による観光農園事業に取り組みます。また、直売所を設
け、地域資源を活かした特産物の商品開発並びに販売ができる体
制を構築し観光客増加につなげます。

取り組み主体 行政 企業 地域 団体

○ＫＰＩ 観光農園事業による来園者数5,000人



観光農園事業の推進の進捗状況

2017年度以降の取り組み

予定する町有地が調整区域であり、県の開発認可を
得ることが困難であることや、想定した整備コストが
膨らむと判断されたため期間内の実施を見送る。



(1)新しい観光産業の創出

②森林セラピー基地の活用

平成22年9月のオープン以来、森の案内人の会のイベント
が毎月開催されるなど、森林セラピー体験者がリピーター
も含め年間600人を超えています。地域資源である森林セ
ラピー基地に篠栗四国八十八ヶ所など魅力ある体験メ
ニューを組み合わせることで、企業研修等の場としての活
用を図り、若年層を含めた更なる来訪者の増加を図ります。

取り組み主体 行政 企業 地域 団体

○ＫＰＩ 森林セラピーを活用した企業研修等

の利用企業数 10社



森林セラピー基地活用の進捗状況

2017年度の取り組み

・体験モニターによる発信

体験前後の振り返りを行うことにより、心身がリラックスしているこ
とを体感し、参加者間での共有を図った。

・魅力あるメニューの開発

研修の目的に応じて、ノルディックウォーキングや、お寺での瞑想・
写経体験などを組み込んだプログラム提案を行った。

2017年度企業利用件数2社



森林セラピー基地活用の進捗状況

2018年度の取り組み（前年度の継続）
・PR活動の推進

企業向け森林セラピーパンフレットによる広報で、研修の導入検討を
いただいた企業へのプレゼンテーションを行う。

・体験モニターによる発信

体験前後の振り返りを行うことにより、心身がリラックスしているこ
とを体感し、参加者間での共有を図る。

・魅力あるメニューの開発

研修の目的に応じて、ノルディックウォーキングや、お寺での瞑想・
写経体験などを組み込んだプログラム提案を図る。



森林セラピー基地活用メニュー



森林セラピー基地活用メニュー



森林セラピー基地活用メニュー



森林セラピー基地活用メニュー



(1)新しい観光産業の創出

③デトックスホテル(断食）の推奨

以前は70軒ほどあった旅館が現在14軒となっていま
す。その中で、休業中の旅館の利活用の一つとして、
体内の毒素や老廃物を身体から出し、必要な栄養素を
摂り入れやすくするデトックス(断食)の手法を取り入
れた新たな観光モデルを推奨します。

取り組み主体 企業 地域 団体

○ＫＰＩ 休業旅館のデトックスホテルの活用 １か所



デトックスホテル(断食）の推奨の進捗状況



デトックスホテル(断食）の推奨の進捗状況



デトックスホテル(断食）の推奨の進捗状況



デトックスホテル(断食）の推奨の進捗状況

2017年度ファスティングホテル若杉屋
利用状況

延べ利用者数 800人

オープンからの集客数 1,807人



(2)移住・定住の促進

①篠栗町のＰＲ強化

本町への移住の検討や定住並びに企業誘致を促すた
め、町ホームページのアクセス利便性や情報基盤の強
化を図り、篠栗町の更なる魅力発信に努めます。

取り組み主体 行政

○ＫＰＩ 移住・定住につなげる魅力あるホームページにし、

アクセス数２０万回増



篠栗町ＰＲ強化の進捗状況

2017年度の取り組み

• 2017年度ホームページアクセス数971,126件(KPI設定816,856
件）

• アクセス数増の要因は、「篠栗九大の森」がSNSで話題となったこと
が挙げられる。

• なお、Facebookの利用者が減少していることがリーチ数（投稿を閲
覧した人の数）に顕著に表れていることから、今後の運用を考えてい
く必要がある。

2018年度の取り組み

• ホームページのリニューアルを実施。（2019年４月から運用開始）
ウェブアクセシビリティ（高齢者や障害者など心身の機能に制約の
ある人でも年齢的・身体条件に関わらず、ウェブで提供されている
情報にアクセスできること）に適したページ作りを行い、誰もが利
用しやすいホームページを目指す。併せて、様々な観光スポットも
ＰＲできるよう観光ページの充実を図る。

• インタグラムの開設。住民の目線で町の魅力を町内外に発信する。



(2)移住・定住の促進

②ＪＲ篠栗駅東側自由通路設置事業

ＪＲ篠栗駅東側に自由通路の設置と駅北側に交通広場を整
備することで駅周辺の混雑解消など利便性向上や篠栗北地
区の活性化を図り、新たな人口流入につなげます。

取り組み主体 行政

○ＫＰＩ

ＪＲ篠栗駅の1日当たりの利用者数延べ5,500人



ＪＲ篠栗駅東側自由通路設置事業の進捗状況

2017年度の取り組み

・自由通路本体工事着手

・用地交渉（ＪＲ篠栗駅側自由通路接地部分及び

北側交通広場）

・電柱等支障移転

2018年度の取り組み

・自由通路本体工事完了



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗駅東側自由通路工事進捗写真



篠栗自由通路内観パース（南から）



篠栗自由通路外観パース_昼



北側交通広場外観パース（クリエイト篠栗側から）



北側交通広場外観パース（立体駐車場から）



基本目標３

若い世代の結婚・出産・子
育ての希望をかなえる



(1)結婚への支援

①出会いの場の創出

出会いを増やす取り組みの一環として九州・沖縄森林
セラピー基地ネットワーク会議森林セラピー推進事業
である「森コンｄｅ森林セラピー」を九州圏域で実施
し、出会いの場をつくります。

取り組み主体 行政

○ＫＰＩ 各種イベントの参加者数100人



出会いの場の創出の進捗状況

2016年度時点での現状

・九州・沖縄森林セラピー基地ネット

ワーク会議森林セラピー推進事業であ

る「森コンｄｅ森林セラピー」が中止

となっており再開の目途が立ってない。



(2)出産・子育て支援の充実

①子育て世代の定住の促進

子育て世代や生産年齢世代の定住や、東京圏をはじめ福岡都市圏からの
移住を図るためにコミュニティを重視した魅力ある住環境開発を促進し
ます。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ コミュニティを重視した魅力ある新規住宅350戸



(2)出産・子育て支援の充実

2017年度末 開発申請状況

〇分譲物件

一戸建て 30戸

集合住宅 67戸

〇賃貸物件

集合住宅 199戸 固定資産税家屋調査実績

2015年～2017年

戸建住宅206世帯

うち子育て世代163件

写真はイメージです。



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実（キッズコーナーの設置）

町内店舗や公共施設においてキッズコーナーの設置を推進
し、子育て世代が利用しやすい環境づくりをめざします。
また、福岡県が実施している「子育て応援の店」の登録店
舗増に向けて活動を推進します。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ キッズコーナーの設置 公共施設２か所増

町内店舗11ヶ所増



子育て環境の充実（キッズコーナーの設置）の
進捗状況

2017年度の取り組み

・町内店舗での設置に向け、篠栗町商工会との連携

・子ども連れ受入れ店舗に対する広報支援

2018年度の取り組み

・３店舗増を目指す。

・町内店舗での設置に向け、篠栗町商工会との更なる連携

・こども連れ受入れ店舗に対する広報支援



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実（子育て包括支援センターの設置）

現在、実施している産後支援ヘルパー事業について産前まで対象を拡大し、
妊娠期から中学生までの一貫した支援を実施します。

妊娠期：出産に対する不安、出産準備など

出 産：出産直後の家事援助、新生児の育児、産後うつなど

子育て期：子どもとの関わり、保育施設入所、病児保育、子どもの発達、しつけ、

遊び場情報など

取り組み主体 行政

○ＫＰＩ 子育て包括支援センター１か所設置 利用者数50人



子育て環境の充実の進捗状況
（子育て包括支援センターの設置）

2017年度の取り組み

・健康増進計画の住民アンケートで、子育て支援に関するニーズの把握を実施

・現在実施している産後支援ヘルパー事業の妊婦へ拡大に向けた調整

・2018年度の開設をめざし、近隣市町や医師会など関係機関との意見交換、

こども育成課、学校教育課など関係各課との協議

2018年度の取り組み

・7月2日からオアシス篠栗館内に子育て世代包括支援センターの運営開始

・産前産後支援ヘルパー事業の事業拡大

・産前産後支援事業の開始

・産後ケア事業について、医師会と協議



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実

（保育施設等【保育所・認定こども園等】供給量の拡充）

保育施設等（保育所・認定こども園等）における受け入れ態勢の整備並
びに可能供給量の把握に努めることで定員数の増加に努めます。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ 保育施設等（保育所・認定こども園等）供給量 677人

から750人



子育て環境の充実
（保育施設等【保育所・認定こども園等】供給量の拡充）

の進捗状況

2017年度の取り組み

・2017年４月1日 入所承諾数 742人

待機児童数 21人

2018年度の取り組み

・2018年４月1日 入所予定数 735人

待機児童数 14人



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実

（放課後児童健全育成推進事業の供給量の拡充）

たけのこ・すぎのこ児童館内に学童保育室の増設と19時までの延長保
育を実施します。

取り組み主体 行政 企業

○ＫＰＩ 放課後児童健全育成推進事業(学童保育) 20人の定員増



子育て環境の充実
（放課後児童健全育成推進事業の供給量の拡充）

の進捗状況

2017年度の取り組み

・延長保育の継続

・夏休みに限った学童保育の開始 実績 10名

2018年度の取り組み

・長期休暇（夏・冬・春休み）の学童保育の開始



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実

（ファミリーサポートセンターの設置）

地域において育児や介護の援助を受けたい人と行いたい人が会員となり、
育児や介護について助け合う会員組織を広域で立ち上げ、地域の子育て
と仕事と介護の両立を支援します。

取り組み主体 行政 町民

○ＫＰＩ ファミリーサポートセンター設置数１か所

会員数100人



子育て環境の充実
（ファミリーサポートセンターの設置）

の進捗状況

2017年度の取り組み

・登録会員数 163名

（2016年10月にファミリィサポートセンターを開設済み）

2018年度の取り組み

・広報等活用し、会員登録数を170名とする。



(2)出産・子育て支援の充実

②子育て環境の充実

（ふくおか子育て支援マイスター制度）

福岡県の「ふくおか子育て支援マイスター制度」を活用し、子育て支
援に意欲がある60歳以上を対象に、病気への対応や事故防止、相談対応
のノウハウなど子育て支援者として必要な知識を習得するための研修を
実施し、こども見守りボランティア体制の充実を図ります。

取り組み主体 行政 町民

○ＫＰＩ ふくおか子育て支援マイスター制度登録者数8人増（15名）



子育て環境の充実
（ふくおか子育て支援マイスター制度）

の進捗状況

2017年度の取り組み

• 県に登録者の照会を行い実態把握を行っている。

• 登録者増を図るための広報誌を活用

• 2017年度末 登録者数 17人

2018年度の取り組み

• 要望が多い託児に対応できるよう受講体制を充実させ、スキ
ルアップを図る。



(2)出産・子育て支援の充実

② 子育て環境の充実

（子育て環境整備のための現状分析支援）

充実した子育て環境整備を図るため、行政情報である住民基本台帳、
福祉、保育、医療保健、税情報、財務会計等を一元化し、施策立案に利
活用します。

取り組み主体 行政 町民

○ＫＰＩ 子育て世代50戸増



地方創生システムを活用した現状把握
2018/04/30現在人口ピラミッド



地方創生システムの概要

2016年 人口移動流入分



地方創生システムの概要

2016年 人口移動流出分



地方創生システムを活用した現状把握

2018/04/30現在
自然増減率



地方創生システムを活用した現状把握

2018/04/30現在人口推移



地方創生システムを活用した現状把握
2018/04/30現在

世帯推移



地方創生システムを活用した現状把握
2018/04/30現在

生産年齢別構成図



基本目標４

時代に合った地域をつくり、
安心なくらしを守るとともに、
地域と地域を連携する



(1)生涯安心して暮らせるまちづくり

①介護に頼らない元気な高齢者の増加

本町の高齢化率は毎年１％ずつ上昇しています。現在、介護保険におけ
る認定者出現率は14.2％と福岡県下最低ではありますが今後は増加傾向
になるものと考えられます。そこで地域介護予防活動支援事業の更なる
充実と自治会からの声かけなどコミュニティを充実させ介護に頼らない
元気な高齢者を増加させます。

取り組み主体 行政 企業 地域・団体 町民

○ＫＰＩ 認定者出現率15％未満



生涯安心して暮らせるまちづくり
（介護に頼らない元気な高齢者の増加）

の進捗状況

2017年度の取り組み

・介護予防、日常生活支援総合事業「おひさま活動」

承認団体は12団体 高齢者の集いの場

 介護予防事業

・町内在住の65歳以上が対象

・新規介護予防→はつらつ教室

介護保険の認定（Ⅰ・Ⅱ）を受けた方も送迎付きで体

操教室に参加できるように枠を広げた。

・新規介護予防事業 ⇒ シニアチャレンジセミナー、食と口のセミナー

・2018年3月末現在の介護認定率 ⇒ 14.37％



生涯安心して暮らせるまちづくり
（介護に頼らない元気な高齢者の増加）

の進捗状況

2018年度の取り組み

 介護予防・日常生活支援総合事業「おひさま活動」 を町
全体に広めていく

 介護予防事業

・町内在住の65歳以上の人が対象に新規介護予防事業を実
施

コグニサイズ…運動と認知課題（計算やしりとりなど）を
組み合わせ、認知症予防につなげるもの



地域コミュニティの維持・強化
（介護に頼らない元気な高齢者の増加）

コグニサイズの概要





(２)地域で支え合うまちづくり

①地域コミュニティの維持・強化

各地域の特色を活かし、コミュニティの相互交流を深めながら、また、
コミュニティ活動しやすいよう環境整備を行い、よりよいコミュニティ
づくりを進めます。また、コーディネーター等の地域の人材の発掘、育
成を図ります。

取り組み主体 行政 地域・団体 町民

○ＫＰＩ メニュー化も取り入れた協働のまちづくり補助金事業

年間申請数20件



地域コミュニティの維持・強化の進捗状況

2017年度の取り組み

・実施10件（新規事業４件）

・実績額 1,948,451円

・メニュー化したまちづくり事業の紹介を広報誌・HP・分館長
会で実施

2018年度の取り組み

・申請件数15件を目標（うち新規事業を３割）

・まちづくり団体らによる新規協働事業

・まちづくり事業参加者が新たに発案者となるような働きかけ



地域コミュニティの維持・強化
（協働のまちづくり補助金事業）

8(や)10(ど)祭

近年、忘れられがちな町
の旅館文化を再発信するた
め篠栗町旅館組合青年部が
主催となって実施しました。
8月10日（宿の日）に鳴淵
ダム下流河川公園を会場と
して開催し、250名以上の
来場者でにぎわいました。
また、町内業者らの出店・
中学校太鼓部らのステージ
イベントなどを実施した。



地域コミュニティの維持・強化
（協働のまちづくり補助金事業）

手づくりによる積み木作り事業

多種多様な形の
積み木で思い切り
遊ばせることがで
きない、という親
の悩みからスター
トしました。

やまばと児童館
に来た親子や地域
の方々らで、端材
を磨いて手づくり
で積み木作りを行
いました。



地域コミュニティの維持・強化
（協働のまちづくり補助金事業）

手づくりによる積み木作り事業

作業を通じ
て、地域の方
や親同士の新
たな交流の
きっかけとな
りました。

また、積み
木は、子ども
たちの想像力
を鍛え、手先
の器用さやバ
ランス感覚、
集中力を養う
と言われてい
ます。



自治会加入促進チラシ



自治会加入促進チラシ



組合加入率の遍歴（篠栗校区）

行政区名 平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末

城戸区 87.6 90.1 84.0

山手区 97.5 92.8 80.7

山王区 86.1 84.0 84.0

上町区 79.7 78.3 77.7

中町区 74.0 75.0 76.5

下町区 75.0 69.6 68.2

高田区 64.4 64.0 65.5

金出区 60.8 63.1 64.3

萩尾区 72.4 74.1 68.3

大勢門区 80.3 77.4 78.7

新町区 69.2 70.5 70.8



組合加入率の遍歴（勢門・北勢門校区・全体）

行政区名 平成27年度末 平成28年度末 平成29年度末

庄区 57.8 54.0 54.0

尾仲区 66.3 60.4 59.8

乙犬区 74.6 73.5 73.2

和田区 87.1 83.1 82.8

津波黒区 73.3 70.6 68.9

田中区 68.7 66.8 66.9

明治区 92.9 80.6 83.3

池の端区 73.6 71.9 66.0

ベンタナヒルズ区 96.7 97.3 96.8

篠栗町全体 73.0 70.3 70.0


